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ワ
ク
チ
ン
接
種
者

不
足
の
懸
念
か
ら
、

歯
科
医
師
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
可
能
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
法

律
を
改
正
す
る
の
で
は
な
く
、
通

知
に
よ
る
特
例
と
し
て
行
わ
れ
た

▼
思
い
出
す
の
は
約
20
年
前
、
歯

科
医
師
に
救
急
研
修
を
行
わ
せ
た

と
し
て
指
導
医
に
罰
金
刑
が
科
せ

ら
れ
た
市
立
札
幌
病
院
事
件
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
慣
例
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
医
科
医
療
施
設
に
お
け

る
歯
科
医
師
の
麻
酔
科
研
修
が
医

師
法
17
条
違
反
と
し
て
突
如
と
し

て
断
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
▼
実
際

に
私
も
１
９
８
６
年
に
神
戸
の
病

院
で
気
管
内
挿
管
や
全
身
麻
酔
管

理
の
研
修
を
受
け
て
い
る
し
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
各
地
で
行
わ
れ

て
い
た
。
今
回
の
特
例
も
、
い
つ

掌
を
返
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
危

う
さ
を
感
じ
る
▼
医
学
の
素
人
で

あ
る
政
治
家
が
安
易
に
「
特
例
」

を
設
け
る
こ
と
は
正
当
な
の
か
。

歯
科
医
師
に
接
種
を
行
う
技
量
が

あ
る
と
認
め
る
な
ら
ば
、
歯
科
医

師
法
を
変
え
る
べ
き
で
あ
る
し
、

無
い
と
評
価
す
る
な
ら
ば
接
種
を

行
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
現
状

で
は
、
実
際
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

も
一
定
の
確
率
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
が
起
こ
り
得
る
と
認
知
さ
れ

て
お
り
、
歯
科
医
師
も
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
経
障

害
は
多
分
に
被
接
種
者
の
心
理
状

態
に
影
響
さ
れ
る
も
の
で
、「
特

例
で
接
種
す
る
歯
科
医
師
」
と
い

う
肩
書
き
も
不
安
の
要
因
に
な
り

う
る
▼
し
か
し
、
国
に
よ
る
補
償

は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
、

全
身
麻
酔
を
か
け
る
歯
科
麻
酔
医

は
普
通
に
い
る
し
、
内
視
鏡
検
査

も
行
っ
て
い
る
。HbA1c

を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
の
歯
周
病
治

療
も
一
般
的
で
あ
る
▼
実
際
の
診

療
内
容
に
合
わ
せ
て
、
法
律
を
改

め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
歯
科
医
師
法

改
正
を
目
指
し
て
乾
杯
。 

（
酔
）
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第53回総会

コロナ禍に見合う医療提供体制をコロナ禍に見合う医療提供体制を
　

医
療
機
関
へ
の
減
収
補
填
で
感
染
症
対
策
の
拡
充
を
―
―
。
協
会
は

６
月
20
日
、
第
53
回
総
会
を
協
会
会
議
室
で
開
催
。
会
員
96
人
が
参
加

し
、
２
０
２
０
年
度
会
務
報
告
と
新
年
度
方
針
案
、
予
算
案
、
協
会
新

役
員
を
承
認
し
た
。
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
教
授
の
山
本
太
郎
先

生
が
記
念
講
演
を
行
っ
た
（
次
号
に
決
議
と
詳
報
、
総
会
で
承
認
さ
れ

た
役
員
一
覧
を
掲
載
予
定
）。

　

西
山
裕
康
理
事
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
こ
の
１
年
間
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
に
よ

り
、
受
診
抑
制
が
一
気
に
進
み
、

医
療
機
関
の
経
営
は
存
続
の
危
機

に
陥
っ
た
と
し
た
。
そ
し
て
、
第

４
波
は
収
ま
り
つ
つ
あ
る
と
し
つ

つ
、
発
熱
患
者
さ
ん
の
動
線
分

離
、
感
染
対
策
に
加
え
、
煩
雑
な

ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
業
務
が
重
な

り
、
医
療
従
事
者
の
負
担
は
少
な

く
な
い
と
訴
え
た
。

　

そ
し
て
政
府
は
、
緊
急
事
態
宣

言
下
に
お
い
て
も
、「
す
べ
て
の

医
療
関
係
者
に
事
業
継
続
を
要

請
」
し
た
が
、
医
療
機
関
の
経
営

悪
化
に
つ
い
て
、
減
収
補
填
を
行

っ
て
い
な
い
と
指
摘
。
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
に
よ
る
経
営
悪
化
の
責

任
を
医
療
機
関
に
押
し
付
け
、
国

民
皆
保
険
制
度
に
お
け
る
国
の
責

任
を
放
棄
す
る
も
の
だ
と
批
判

し
、
高
い
公
共
性
と
非
営
利
性
を

有
す
る
医
療
に
お
い
て
、
事
業
継

続
の
要
請
と
減
収
補
填
は
セ
ッ
ト

で
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
強
調
し

た
。

　

続
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
背

景
に
は
、
政
府
の
新
自
由
主
義
政

策
が
あ
る
と
し
、
自
己
責
任
を
基

本
に
小
さ
な
政
府
を
推
進
す
る
新

自
由
主
義
は
、
格
差
と
貧
困
を
拡

大
さ
せ
る
も
の
で
、
社
会
保
障
を

掌
る
医
療
機
関
の
責
務
と
共
存
で

き
な
い
と
訴
え
た
。

　

武
村
義
人
副
理
事
長
が
会
務
報

告
と
新
年
度
方
針
案
を
提
案
。
方

針
案
で
は
、
政
府
の
医
療
・
社
会

保
障
削
減
と
患
者
負
担
増
政
策

や
、
改
憲
の
動
き
に
対
峙
す
る
と

強
調
し
、
社
会
保
障
拡
充
へ
、
さ

ら
な
る
患
者
負
担
増
計
画
に
反
対

し
、
医
療
費
の
総
枠
拡
大
、
憲
法

・
平
和
・
民
主
主
義
を
守
る
政
治

へ
の
転
換
に
力
を
尽
く
す
と
し
、

引
き
続
き
「
頼
り
に
な
り
、
役
立

つ
協
会
」
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽

く
す
と
提
案
し
た
。
ま
た
、
吉
岡

巌
副
理
事
長
が
、
２
０
２
１
年
度

予
算
案
を
提
案
し
た
。

　

討
論
で
は
、
県
知
事
選
挙
へ
の

取
り
組
み
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
運
動
、
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
、
組
織
拡
大
な
ど
に
つ

い
て
、
６
人
が
発
言
し
た
。

　

最
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
今
後
の
拡
大
に
備
え
医

科
・
歯
科
医
療
機
関
経
営
を
保
障

す
る
こ
と
、
未
知
の
新
型
感
染
症

に
備
え
る
た
め
に
も
医
療
費
抑
制

政
策
を
転
換
し
、
公
衆
衛
生
体
制

や
医
療
提
供
体
制
を
抜
本
的
に
強

化
す
る
こ
と
、
患
者
・
介
護
利
用

者
負
担
増
計
画
を
や
め
、
税
・
保

険
料
の
応
能
負
担
を
強
化
し
、
医

療
・
社
会
保
障
を
拡
充
す
る
こ

と
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
へ
歯
科
保
険
適
用
範
囲
を

拡
大
す
る
こ
と
、
災
害
被
災
者
に

対
し
て
公
的
補
償
を
抜
本
的
に
強

め
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
決
議
を

採
択
。
２
０
２
０
年
度
会
務
報
告

と
新
年
度
方
針
案
、
予
算
案
、
協

会
新
役
員
も
併
せ
て
承
認
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
長
崎
大
学
熱

帯
医
学
研
究
所
環
境
医
学
部
門
国

際
保
健
学
分
野
教
授
の
山
本
太
郎

先
生
が
、「
感
染
症
と
文
明
〜
コ

ロ
ナ
禍
で
問
わ
れ
る
医
療
と
社

会
」
と
題
し
て
講
演
。
農
耕
な
ど

の
文
明
の
拡
大
と
と
も
に
感
染
症

の
広
が
り
が
起
こ
っ
た
こ
と
や
ウ

イ
ル
ス
の
変
異
な
ど
を
解
説
し

た
。
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協
会
は
、
県
内
の
全
小
中
高

校
・
特
別
支
援
学
校
の
養
護
教

諭
を
対
象
に
、
学
校
健
診
の
結

果
や
要
受
診
と
な
っ
た
児
童
・

生
徒
の
受
診
状
況
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
「
２

０
２
０
年
度
医
科
歯
科
学
校
健

診
後
治
療
調
査
」
を
、
今
年
２

〜
３
月
に
実
施
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
児
童
・

生
徒
へ
の
健
康
影
響
が
あ
っ
た

と
答
え
た
学
校
が
半
数
に
の
ぼ

り
、
特
に
「
肥
満
児
・
生
徒
の

増
加
」「
視
力
低
下
児
・
生
徒

の
増
加
」
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、

要
受
診
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
未
受
診
の
児
童
・
生
徒
の

割
合
が
５
割
〜
６
割
に
の
ぼ

り
、
前
回
２
０
１
８
年
調
査
よ

り
高
ま
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
受
診
控
え
の
影
響
が
う
か
が

新
型
コ
ロ
ナ
で「
健
康
に
影
響
」４
割

各
紙
で
結
果
報
道

２
０
２
０
年
度 

医
科
歯
科
学
校
健
診
後
治
療
調
査

え
る
。

　

結
果
に
つ
い
て
、
６
月
９
日

に
マ
ス
コ
ミ
向
け
の
報
告
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
神
戸
新
聞

・
毎
日
新
聞
・
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

の
３
紙
で
結
果
が
報
道
さ
れ

た
。

　

本
調
査
は
、
２
０
１
７
年
に

兵
庫
協
会
が
学
校
歯
科
検
診
に

つ
い
て
実
施
し
た
結
果
、
大
き

な
反
響
を
呼
び
、
２
０
１
８
年

に
医
科
歯
科
に
拡
充
し
て
実

施
。
２
０
１
９
年
に
は
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
で
も
実
施
さ

文明とウイルスの関わりを
解説する山本先生　　　　

学
校
健
診
後
調
査
の
結
果
を
各
紙
が
報
道

第53回総会決議案や新役員提案などを拍手で承認

山
本
太
郎
長
崎
大
学
教
授
が
記
念
講
演

６月13日付
毎日新聞

れ
た
。
今
回

は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡

大
も
受
け
、

全
国
と
兵
庫

県
で
そ
れ
ぞ

れ
実
施
さ
れ

た
。

 

（
結
果
の
詳

細
は
３
面
）

６月17日付
神戸新聞

６月10日付 しんぶん赤旗
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協
会
な
ど
で
構
成
す
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫

連
絡
会
は
、
６
月
６
日
に
、
協
会
会
議
室
で
市
民
学
習
会
「
コ
ロ
ナ

禍
で
こ
そ
求
め
ら
れ
る
「
口
腔
ケ
ア
」
の
大
切
さ
」
を
開
催
し
た
。

岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
教
授
の
高
柴
正
悟
先
生
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
、
医
科
・
歯
科
医
療
関
係
者
と
市
民
ら
50
人

（
来
場
15
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
35
人
）
が
参
加
し
た
（
前
号
既

報
）。
柴
田
麻
紀
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
名
前
を
聞
い
て
か
ら
１
年
以

上
。
い
か
に
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ

た
生
活
を
す
る
か
、
緊
張
の
日
々

が
延
々
と
続
き
ま
す
。

　

こ
の
感
染
症
は
ウ
イ
ル
ス
が
人

体
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
受
容
体
を
持
つ
細

胞
に
く
っ
つ
く
こ
と
で
始
ま
り
ま

す
。
高
柴
先
生
の
講
演
の
中
で
、

づ
い
て
も
逃
げ
な
い
習
性
は
、
日

本
人
が
長
く
神
の
鳥
と
崇
め
て
き

た
文
化
の
た
ま
も
の
で
す
。
し
か

し
１
９
８
０
年
頃
に
は
、
約
３
０

０
０
羽
い
た
と
さ
れ
る
生
息
数
は

近
年
急
速
に
減
少
し
、
環
境
省
の

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
原
因
は
、
一
つ
は
ラ
イ
チ

ョ
ウ
を
捕
食
す
る
サ
ル
や
キ
ツ

ネ
、
あ
る
い
は
植
生
を
食
い
荒
ら

す
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
、
近

年
高
山
帯
に
増
え
て
き
た
こ
と
で

す
。
背
景
と
し
て
、
里
山
の
荒

廃
、
観
光
客
の
食
料
廃
棄
、
過
剰

な
開
発
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
も
う

一
つ
は
地
球
の
温
暖
化
で
、
営
巣

に
必
要
な
ハ
イ
マ
ツ
帯
や
、
エ
サ

と
な
る
高
山
植
物
帯
が
年
々
減
少

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
よ
り
気

温
が
３
度
上
昇
す
る
と
、
日
本
の

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
確
実
に
絶
滅
し
て

し
ま
う
と
警
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
先
生
た
ち
が
取
り
組
ん
で

い
る
保
護
活
動
は
、
ひ
と
こ
と
で

言
う
と
、
雛
が
成
長
す
る
ま
で
の

「
密
着
見
守
り
」
で
し
ょ
う
か
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
雛
は
弱
く
、
自
然

で
は
孵
化
後
１
カ
月
で
半
減
し
て

し
ま
う
そ
う
で
す
。
こ
の
間
を
捕

食
者
や
悪
天
候
か
ら
守
る
た
め

に
、
夜
間
や
荒
天
時
は
ケ
ー
ジ
で

保
護
、
昼
間
は

見
守
り
活
動
を

続
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら

成
果
も
あ
っ

て
、
南
ア
ル
プ

ス
の
北
岳
で
は

個
体
数
が
４
倍

に
増
え
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、

か
つ
て
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
し
て

い
た
中
央
ア
ル
プ
ス
の
駒
ケ
岳

に
、
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
移
住
さ
せ

る
作
戦
も
展
開
中
で
す
。
２
０
２

５
年
に
は
１
０
０
羽
に
増
や
し
た

い
と
、
目
を
輝
か
せ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
が
協
力
で
き

る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
山
小

屋
に
長
期
間
泊
ま
り
込
ん
で
の
活

動
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
が
、

な
か
な
か
マ
ネ
の
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
環
境

問
題
に
関
心
を
持
つ
こ
と
や
、
地

球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
の
活
動
な
ら

誰
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
先
生

の
著
書
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
絶
滅
か

ら
守
る
」
を
是
非
お
薦
め
し
て
、

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講
師
の
新
居
み
ど
り
先
生
は
多

言
語
・
多
文
化
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
活
動
さ
れ
、
岩
田
一
成
先

生
は
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い

公
用
文
作
成
の
支
援
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

　

ま
ず
新
居
先
生
が
「
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
に
在
日
外
国
人
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
」
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
外
国
人
に
は
三
つ
の
壁
が

あ
り
、
一
つ
目
は
法
律
・
制
度
の

壁
、
二
つ
目
は
こ
と
ば
の
壁
、
三

つ
目
は
こ
こ
ろ
の
壁
で
あ
る
。
法

律
・
制
度
の
壁
は
在
留
資
格
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
特
定
産
業
分
野

（
介
護
、
農
業
、
漁
業
等
）
の
従

事
者
や
技
能
実
習
生
な
ど
が
持
つ

在
留
資
格
で
は
、
職
を
失
っ
て
も

生
活
保
護
は
受
け
ら
れ
な
い
。

　

外
国
人
が
困
っ
た
時
の
相
談
事

業
に
は
、
外
国
人
相
談
と
外
国
人

相
談
事
業
の
二
つ
が
あ
る
。
外
国

人
相
談
は
、
日
本
語
教
室
、
保
育

園
、
職
場
な
ど
で
行
わ
れ
る
。
こ

と
ば
の
壁
や
こ
こ
ろ
の
壁
の
た

め
、
ま
ず
通
院
中
の
医
療
機
関
で

相
談
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
時
は
で
き
れ
ば
在
留

カ
ー
ド
で
在
留
資
格
を
確
認
し
て

か
ら
、
外
国
人
相
談
事
業
を
紹
介

す
る
と
良
い
。
外
国
人
相
談
事
業

は
自
治
体
、
国
際
交
流
協
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
で
行
わ
れ
る
。
兵
庫
県

に
は
ひ
ょ
う
ご
多
文
化
共
生
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
経
験
を
活
か
し
た

相
談
が
さ
れ
て
い
る
。

口
腔
に
も
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
受
容
体
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

口
腔
か
ら
も
直
接
感
染
す
る
と

い
う
こ
と
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
う

が
い
等
の
口
腔
ケ
ア
が
非
常
に
重

要
で
す
。
唾
液
、
デ
ン
タ
ル
プ
ラ

ー
ク
か
ら
も
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ

れ
る
と
い
う
論
文
の
報
告
も
、
く

わ
し
く
お
話
い
た
だ
き
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
高
校
で
の

実
験
は
、
私
が
知
り
た
い
と
常
々

思
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
マ
ス

ク
を
長
時
間
つ
け
て
い
る
と
息
苦

し
く
な
り
、
つ
い
つ
い
指
で
つ
ま

ん
で
外
の
空
気
を
入
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
マ
ス
ク
の
中

り
も
遥
か
に
長
い
歴
史
を
も
つ
ウ

イ
ル
ス
、
今
回
の
感
染
症
に
人
類

が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
ど
の

よ
う
に
収
束
し
て
い
く
の
か
。
非

常
に
興
味
深
い
学
習
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
柴
先

生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
須
磨
区
・
歯
科　
柴
田　

麻
紀
】

で
ど
う
い
う
変
化
が

起
こ
っ
て
い
る
か
。

時
間
に
伴
う
マ
ス
ク

内
の
温
度
、
湿
度
、

酸
素
濃
度
の
変
化
を

グ
ラ
フ
で
示
し
た
も

の
は
、
高
校
生
と
は

思
え
な
い
素
晴
ら
し

い
実
験
で
し
た
。

　

よ
う
や
く
感
染
者

数
が
減
り
、
一
息
つ

け
る
か
と
思
っ
た
ら

ま
た
増
加
の
繰
り
返

し
。
厳
し
い
毎
日
が

続
き
ま
す
。
人
類
よ

感 想 文

口
腔
ケ
ア
で

感
染
リ
ス
ク
低
減

コロナ禍での口腔ケアの重要性を学習

　

協
会
は
６
月
５
日
、「
医
療
関

係
者
の
た
め
の
『
や
さ
し
い
日
本

語
』
研
修
会
」
を
開
催
。
特
定
非

営
利
活
動
法
人
国
際
活
動
市
民
中

心
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
新
居
み
ど
り
氏
と
、
聖
心
女

子
大
学
現
代
教
養
学
部
日
本
語
日

本
文
学
科
教
授
の
岩
田
一
成
先
生

が
講
師
を
務
め
た
。
会
場
と
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
あ
わ
せ
て
48
人
が
参
加
し

た
。
司
会
を
務
め
た
水
間
美
宏
国

際
部
部
長
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
解
説
し
た

新
居
先
生（
左
上
）と
岩
田
先
生（
下
）

広
く
使
え
る

「
や
さ
し
い
日
本
語
」

忙
な
活
動
の
中
、
講
演
に
時
間
を

割
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以

下
、
講
演
の
内
容
と
感
想
を
少
し

紹
介
し
ま
す
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
本
州
中
部
の
高

山
に
棲
息
し
て
い
る
40
㎝
ほ
ど
の

キ
ジ
科
の
鳥
で
、
北
半
球
の
寒
冷

地
に
広
く
分
布
し
、
日
本
は
世
界

最
南
端
の
生
息
地
で
す
。
人
が
近

　

講
師
の
中
村
浩
志
先
生
は
、
１

９
４
７
年
長
野
県
生
ま
れ
、
信
州

大
学
教
授
、
日
本
鳥
学
会
会
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
う
い
う
肩
書
よ
り
、
半
生

を
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
に
情
熱
を
傾

け
た
山
男
、
と
紹
介
す
る
の
が
一

番
適
切
で
し
ょ
う
。
今
も
一
年
の

３
分
の
１
近
く
を
山
で
過
ご
す
多

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
４
月
25
日
、
公
害
環
境
対
策
担
当
者
学

習
交
流
会
を
京
都
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
開
催
。
兵

庫
協
会
か
ら
西
山
裕
康
理
事
長
、
加
藤
擁
一
・
森
岡
芳
雄
両
副
理
事

長
が
参
加
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
昨
年
予
定

し
て
い
た
企
画
を
１
年
越
し
で
開
催
し
た
も
の
。
市
民
公
開
講
演
会

で
は
「
人
を
恐
れ
な
い
神
の
鳥
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
守
る
」
と
題
し
て
信

州
大
学
名
誉
教
授
の
中
村
浩
志
氏
が
講
演
し
、
ネ
ッ
ト
視
聴
も
含
め

て
36
人
が
参
加
し
た
。
加
藤
擁
一
先
生
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

報 告

報 告

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
会

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
会

神
の
鳥
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を

守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

 

副
理
事
長　
　

加
藤　

擁
一

リーフは今号に同封

 

国
際
部
長　
　

水
間　

美
宏

ライチョウ保護の取り組みを
語った中村先生　　　　　　

講演はこちらで
動画公開

（京都協会の　 　　
YouTubeチャンネル）

コ
ツ
は
、
①
話
し
出
す
前
に
整
理

す
る
、
②
一
文
を
短
く
し
語
尾
を

明
瞭
に
し
て
文
章
を
区
切
る
、
③

尊
敬
語
・
謙
譲
語
は
避
け
て
、
丁

寧
語
を
用
い
る
（「
で
す
」、「
ま

す
」
で
終
え
る
）、
④
単
語
の
頭

に
「
お
」
を
つ
け
な
い
（
可
能
な

範
囲
で
）、
⑤
漢
語
よ
り
も
和
語

を
使
う
、
⑥
外
来
語
を
多
用
し
な

い
、
⑦
言
葉
を
言
い
換
え
て
選
択

肢
を
増
や
す
、
⑧
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

や
実
物
を
提
示
す
る
、
⑨
オ
ノ
マ

ト
ペ
（
ズ
キ
ズ
キ
、
キ
リ
キ
リ
な

ど
）
は
使
わ
な
い
、
⑩
相
手
の
日

本
語
の
力
が
高
い
場
合
は
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
を
や
め
る
、
で
あ

る
。

　

講
演
の
後
、
質
疑
応
答
に
続

き
、
西
山
裕
康
理
事
長
の
謝
辞
が

あ
り
、
２
時
間
の
研
修
会
を
終
え

た
。
協
会
で
は
医
療
現
場
の
や
さ

し
い
日
本
語
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

預
か
っ
て
い
る
の
で
、
事
務
局
ま

で
注
文
し
て
ほ
し
い
。

療育の充実を求める署名へご協力を
神戸支部神戸支部

神戸市の療育充実を求める
要請署名　　　　　　　　

　神戸市には、障害児の療育を担う三
つの療育センターがありますが、常に
予約でいっぱいで、作業療法などでは
１年待ちという状況が起こっていま
す。乳幼児期に１年間必要な療育を受
けられないことは、子どもの発達にと
って大きな影響を及ぼしかねないと、
協会神戸支部は、療育施設の増設・充
実を神戸市に要望してきました。
　このたび、同施設の元職員らが中心
となってつくる「神戸市の療育を豊か
にする会」から「神戸市の療育の充実
を求める要請署名」への協力依頼があ
り、支部では５月の幹事会で同署名に協力することを決定しました。
　要請では「１．療育センターの相談・検査・訓練の待機を改善する
こと」「２．療育センターの療育部門の人員を増やすこと」「３．療育
センターのバス運転士を民間委託にしないこと」の３点を神戸市に求
めています。神戸支部の先生方には、署名用紙と返信用封筒を今号に
同封しますので、ご協力いただきますようお願い申し上げます。
　署名用紙の追加申し込み、お問い合わせは、☎078－393－1840　事
務局・島まで

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
追
加
注
文
は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

　

次
に
岩
田
先
生
が
、
医
療

現
場
に
お
け
る
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
に
つ
い
て
講
演
し

た
。
在
住
外
国
人
の
使
用
言

語
で
一
番
多
い
の
は
英
語
で

は
な
く
日
本
語
で
あ
る
。
日

常
生
活
に
困
ら
な
い
程
度
に

会
話
で
き
る
も
の
を
含
め
れ

ば
、
８
割
以
上
が
日
本
語
を

話
せ
る
と
い
う
調
査
結
果
が

あ
る
。
し
か
し
医
療
用
語
で

は
イ
レ
ウ
ス
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
寛

解
な
ど
は
伝
わ
ら
な
い
。
ま

た
、
外
来
語
や
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
よ
り
む
し
ろ
漢
語
が
難

し
い
。

　

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の

歯
科
市
民
学
習
会

今号に同封
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２
０
２
０
年
度
医
科
歯
科
学
校
健
診
後
治
療
調
査
結
果

コ
ロ
ナ
影
響
で「
肥
満
」「
視
力
低
下
」増
加

コ
ロ
ナ
影
響
で「
肥
満
」「
視
力
低
下
」増
加

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
影
響
事
例
が
あ
っ
た

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
44
・
５
％
と

半
数
近
く
の
学
校
が
「
あ
っ
た
」

と
回
答
（
図
１
）。

　

特
に
、「
肥
満
児
・
生
徒
の
増

加
」（
40
・
４
％
）「
視
力
低
下
児

・
生
徒
の
増
加
」（
40
・
４
％
）

と
の
回
答
が
多
か
っ
た
（
図
２
）。

　

具
体
的
事
例
と
し
て
、「
ゲ
ー

ム
依
存
生
徒
、
新
入
生
、
仲
間
作

り
が
う
ま
く
い
か
ず
不
安
を
抱
え

る
（
４
、
５
月
休
校
に
よ
り
）」

「
原
因
不
明
の
不
登
校
に
よ
る
長

期
欠
席
」「（
生
活
リ
ズ
ム
が
）
乱

れ
た
生
徒
の
増
加
」「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
眼
精
疲
労
」「
臨
時
休
校

に
よ
る
運
動
不
足
や
過
食
で
肥
満

が
増
え
た
」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

未
受
診
率

未
受
診
率

コ
ロ
ナ
で
高
ま
る

コ
ロ
ナ
で
高
ま
る

　

健
診
で
要
受
診
と
な
っ
た
児
童

・
生
徒
数
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
視

力
検
査
34
・
１
％
（
２
０
１
８
年

調
査
34
・
０
％
、
以
下
同
）、
歯

科
28
・
３
％
（
29
・
９
％
）、
耳

鼻
科
11
・
９
％
（
12
・
２
％
）、

内
科
４
・
５
％
（
４
・
３
％
）
が

要
受
診
と
な
り
、
前
回
２
０
１
８

年
調
査
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示

し
た
。

　

一
方
、
要
受
診
に
も
関
わ
ら
ず

医
療
機
関
を
受
診
し
な
か
っ
た
率

（
未
受
診
率
）
は
、
視
力
検
査
61

・
０
％
（
60
・
９
％
）、
歯
科
69

・
１
％
（
67
・
５
％
）、
耳
鼻
科

67
・
５
％
（
54
・
５
％
）、
内
科

57
・
２
％
（
54
・
９
％
）（
図

３
）
と
な
り
、
増
加
傾
向
を
示
し

た
。
全
国
調
査
で
も
同
様
に
増
加

傾
向
を
示
し
て
お
り
（
詳
細
は
全

国
保
険
医
新
聞
６
月
25
日
号
に
掲

載
）、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

な
か
、
受
診
控
え
が
起
こ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

受
診
遅
れ
に
よ
る
健
康
悪
化
の

　

２
０
２
０
年
度
医
科
歯
科
学
校

健
診
後
治
療
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
、
概
要
を
紹
介
す
る
（
１
面
に

関
連
記
事
）。

例
と
し
て
は
、「
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文

し
購
入
し
て
い
る
た
め
、
眼
科
医

の
診
察
を
受
け
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
Ｃ
・
Ｄ
判
定
で
受
診
す
る

よ
う
指
導
し
て
も
、
度
数
の
調
整

が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
」「
耳

垢
栓
塞
を
放
置
し
て
い
て
聴
力
が

低
下
し
て
い
る
」「
心
臓
の
生
活

管
理
指
導
表
を
持
っ
て
い
る
児
童

の
定
期
検
診
が
先
の
ば
し
に
さ
れ

て
い
る
」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

未
受
診
の
要
因
と
し
て
関
連
が

深
い
と
思
わ
れ
る
家
庭
状
況
に
つ

い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
コ
ロ
ナ

に
よ
る
受
診
控
え
」
が
44
・
５

％
、「
保
護
者
の
児
童
・
生
徒
の

健
康
へ
の
理
解
不
足
」
が
40
・
６

％
、「
共
働
き
」
が
26
・
６
％
な

ど
と
な
っ
た
。
項
目
が
違
っ
て
い

る
も
の
の
、
前
回
は
「
保
護
者
の

無
関
心
」
が
61
・
６
％
、「
保
護

者
の
理
解
不
足
」
51
・
４
％
が
半

数
を
超
え
、「
共
働
き
家
庭
」
46

・
３
％
、「
ひ
と
り
親
家
庭
」
31

・
１
％
、「
経
済
的
困
難
」
20
・

９
％
と
続
い
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

受
診
控
え
が
、
児
童
・
生
徒
の
健

康
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

「
口
腔
崩
壊
」
が
い
る

「
口
腔
崩
壊
」
が
い
る

学
校
３
割

学
校
３
割

　

口
腔
内
が
崩
壊
状
態
（
む
し
歯

〈
未
処
置
歯
〉
が
10
本
以
上
あ

る
、
歯
の
根
し
か
残
っ
て
い
な
い

よ
う
な
未
処
置
歯
が
何
本
も
あ
る

な
ど
、
咀
嚼
が
困
難
な
状
態
）
と

み
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
が
い
る
か

表　調査の概要

図３　要受診にも関わらず医療機関を受診
しなかった未受診率　　　　

図１　新型コロナの影響が「あった」と回答した
学校の比率　　　　　　　　　　　

図２　具体的な健康への影響【複数回答可】
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学校区分 送信数 返信数 返信率

小 学 校
公　立 752 57 7.6％
私　立 11 ０ 0.0％
計 763 57 7.5％

中 学 校
公　立 347 24 6.9％
私　立 36 ４ 11.1％
計 383 28 7.3％

高等学校
公　立 154 19 12.3％
私　立 52 10 19.2％
計 206 29 14.1％

特別支援学校 46 11 23.9％

学校区分 送付数 返信数 返信率
公　立 1299 111 8.5％
私　立 99 14 14.1％
無回答 ３
合　計 1398 128 9.2％
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2018年 2020年

〈眼科具体的事例〉
・ 1.0以上が54.1％から50.4％に3.7％下がり、市平均も51.4％から48.3％に3.1％下がって
いました。市内に眼科医院が少ないため眼科健診は実施していません。

・ 客観的には見え辛いと思うが、本人が困っていないのか、受診につながらない。

〈耳鼻科具体的事例〉
・ 耳垢栓塞を放置していて聴力が低下している。
・ 耳鼻科受診が困難で耳垢栓塞が何年もそのままになっており、耳の疾病の有無がわからな
いままになっている。

〈内科その他具体的事例〉
・ コロナ休校明けに肥満度がUPした児童がすごく増えた。特に40％以上の要受診の児童に
は通知を出したがなかなか受診してもらえない。コロナ禍で緊急性がないと判断されてい
るように思われる。

・臨時休校による運動不足や過食で肥満が増えた。
・ 心臓の検査でかかりつけ医に行っている生徒が、コロナの影響で今年度は行けないと報告
を受けた事例があった。

・ 尿糖がみられたのに、病院へ連れていかない（母も精神的にしんどく、動けない）。

〈歯科具体的事例〉
・乳歯未処置歯９本が１名います。
・ ２年程前はいたが、その時の乳歯が生えかわってなくなっただけで、今後も口腔崩壊にな
るリスクのある児童はいる。他の児童より、多目に声かけ、通知を出して受診を促すよう
にはしている。

・ う歯が10本以上あり、溶けかけている歯もあるが、受診が困難・胃ろう注入のため歯みが
き等のケアを一切しておらず、歯石だらけ。

実施期間：2021年２月20日～３月15日
県内の国公私立すべての学校1398件に送付し、128件
から回答を得た（返信率9.2％）。

◇
出
席　

18
人

◇
情
勢　

医
療
法
等
改
正
案
が
５

月
21
日
、
参
院
本
会
議
で
可
決
、

成
立
し
た
。
医
師
の
時
間
外
労
働

の
上
限
を
年
間
１
８
６
０
時
間
と

す
る
規
制
や
、
都
道
府
県
が
策
定

す
る
医
療
計
画
の
記
載
事
項
へ
の

新
興
感
染
症
等
へ
の
対
応
に
関
す

る
事
項
の
追
加
、「
病
床
機
能
再

編
」
に
消
費
税
を
財
源
と
す
る
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
投

入
、
外
来
機
能
報
告
制
度
の
創
設

等
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

医
療
法
と
高

齢
者
医
療
確
保
法
の
改
悪
に
抗
議

す
る
理
事
会
声
明
が
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
に

つ
い
て
①
「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県

政
を
つ
く
る
会
」
が
推
薦
す
る
金

田
峰
生
氏
と
政
策
協
定
を
結
び
支

持
推
薦
し
た
こ
と
、
②
候
補
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
送
付
し
た
こ

と
等
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間　

月
間
の
進
捗

状
況
（
６
／
12
現
在
７
６
４
２

人
）
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
審
査
対
策
部　

保
団
連
「
レ
セ

プ
ト
記
載
要
領
コ
ー
ド
化
」
ア
ン

ケ
ー
ト
に
協
力
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
（
対
象
約
３
９
０
０
人
）。

◇
環
境
公
害
対
策
部　

「
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
最
高
裁
判
決
を
受

け
て
す
べ
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
の
救
済
実
現
を
求
め
る
」
理
事

会
声
明
等
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
国
際
部　

「
医
療
関
係
者
の
た

め
の
や
さ
し
い
日
本
語
研
修
会
」

（
６
／
５
）
の
概
要
が
報
告
さ
れ

た
。
あ
わ
せ
て
順
天
堂
大
学
大
学

院
武
田
裕
子
教
授
（
医
療
×
や
さ

し
い
日
本
語
研
究
会
）
発
行
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
会
員
に
送
付
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
６
月
12
日　

理
事
会
よ
り
）

歯
科
医
院
譲
渡

（
居
抜
き
）

◇
所
在
地　

神
戸
市
中
央
区

御
幸
通
３
―
１
―
11　

み
ゆ

き
ハ
イ
ム
２
階　

◇
条
件　

委
細
相
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078

―
393
―
１
８
０
９　

事
務
局

・
石
本
ま
で

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

森
本　

大
和
先
生

川
西
市　

耳
鼻
咽
喉
科

４
月
26
日 

享
年
76
歳

ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
31
・
３

％
が
「
い
た
」
と
回
答
。
前
回
調

査
で
は
35
・
６
％
で
あ
り
、
依
然

と
し
て
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。健

康
悪
化
の
背
景
に

健
康
悪
化
の
背
景
に

貧
困
・
経
済
的
要
因

貧
困
・
経
済
的
要
因

　

協
会
は
、
本
結
果
を
受
け
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え
に
よ
り
短

期
的
な
疾
病
の
悪
化
や
中
長
期
的

な
健
康
状
態
へ
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
、「
口
腔
崩
壊
」
が

３
割
以
上
の
学
校
で
認
め
ら
れ
る

現
状
は
早
急
に
改
善
す
べ
き
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
以
外
に
も
未

受
診
が
起
こ
る
理
由
と
し
て
「
保

護
者
の
理
解
不
足
」
や
「
無
関

心
」
な
ど
が
多
く
、
い
ず
れ
も
社

会
的
・
経
済
的
な
困
難
性
で
あ

り
、
背
景
に
は
貧
困
な
ど
の
問
題

が
あ
る
と
し
て
、
改
善
を
求
め
、

行
政
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
強
め

て
い
く
。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９７８号 （４）２０２１年(令和３年)７月５日(毎月３回５・15・25日発行)

アンケート結果アンケート結果
齋藤　元彦氏 金澤　和夫氏 中川　暢三氏

　財政調整基金がゼロに等しい中で、国の臨時交付金等を活用し、ここ
まで対応されたことに敬意を表します。県立公立病院のご努力にも感謝
しますが、私立病院や各地医師会のさらなる協力が得られれば一層の進
展が望める可能性があると感じました。

　非常に厳しい病床逼迫の状況が続いていたが、公立病院を中心に病床
を確保するほか民間病院とも日頃からの連携体制により、持ちこたえた。
　また、コロナ陽性者に対する入院原則を基本に、新規陽性者の発生増
に応じて医療強化型宿泊療養施設への入所、医療ケアの速やかな展開を
図った上での自宅療養の容認、医師会等の協力を得た弾力的な入院・療
養体制の構築による患者の目詰まりを防ぐための転院コーディネート等
にも取組んだ。

回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

　できるだけ多くの県民にPCR検査を実施することは、コロナ感染拡大
防止に一定の効果があると認識していますが、財政負担が多いことも踏
まえると、定められた症状の患者を優先して検査を実施することが現実
的ではないかと考えます。

　高齢者施設については、クラスター化を抑制するため、ウイルスを持
ち込む可能性の高い従業員を中心に定期的なPCR検査を順次行ってい
く。
　多くの高齢者施設の検査頻度を上げるためにも最新型の検査機器の導
入を図り、検査数を拡大することを検討する。
　ただし、ワクチン接種の拡大により、このような定期的な検査の必要
性については別途検討する必要がある。

その他：コロナ対策によって減収となっている民間医療機関の現状は深
刻です。パンデミックは一義的には国の管轄なので、減収補填について
は、国に強く求めていきます。厳しい財政事情の中で、兵庫県の独自施
策は限定されますが、ポストコロナも見据えて検討していきます。

その他：国に対して、新型コロナ緊急包括支援交付金の対象とするな
ど、医療機関の経営維持に対する支援措置の充実を要望していくべきで
ある。
　県独自の減収補填措置よりは、新型コロナウイルスを含め、今後起こ
り得るさまざまな感染症や不測の事態に対応できるよう、陰圧室の整備
など医療機能を向上させるための支援策を講じる方が望ましい。

　今回のパンデミックで、緊急医療体制を短期的かつ集中的に立ち上げ
継続させる困難さが浮き彫りになりました。知事は県立公立医療機関だ
けでなく、民間施設との意思疎通を普段から心がけ、有事に機能する情
報網確保等、平時からのシミュレーションをしっかり行うことが重要だ
と思っています。

　CDC※を設置して平時から事前の対策・応急対策を研究・提言すると
ともに、緊急時にはこれを司令塔として政令市、中核市も含めた県内保
健所との連携体制を構築。
　今回の教訓を活かし潜在看護師や潜在保健師などの登録バンクや技能
向上の研修機会を増やす。保健師の人員確保にも取り組む。
　自然災害時には、高齢者や障害者、妊産婦など要援護者それぞれの避
難をどう支援するかという個別支援計画策定人数を毎年15,000人増やす。
　避難所も感染症対応とするため数を増やす。福祉避難所の整備も進め
る。
※CDC：疾病予防管理センター

その他：基本的にはその通りの方向で進むべきとは考えますが、財政状
況が非常に悪い兵庫県としてどの範囲まで充実できるか、無駄な事業の
洗い出しも含めて、早急に財政点検を行い、その上で社会保障制度の在
り方について検討していきたいと思っています。

その他：福祉医療制度については、これまでの行財政構造改革におい
て、時代の変化や国や県の他事業の充実などを踏まえ、適宜見直しが行
われている。支援を必要としている人に必要な支援が届くような助成制
度を安定的なものとして構築するため、今後の状況を踏まえて、さらに
検討していく。

その他：上記と同様に、厳しい財政状況で県としてどの範囲まで拡充で
きるのか、財源はどこから持ってくるのかも早急かつ慎重に検討してい
く必要があると考えています。

その他：県は、全ての市町に共通する基盤の制度として中学３年生まで
の入院・通院を対象に医療費の助成を実施している。
　市町は実施主体として、地域の実情に応じ市町ごとの政策判断により
県制度に上乗せして中学３年生までの自己負担について、既に入院医療
費は全市町（41市町）、通院医療費は35市町で無料にしており、改めて
県が市町に代わって全てを財政負担する必要性は薄い。県の財政状況を
勘案しつつ、乳幼児・こども医療費に関する支援について検討は進めた
い。

その他：県単独での引き下げは非常に難しく、国の動向を見ながら検討
していく問題だと思っています。同時に予防医療にも力点を置いて、医
療費そのものを引き下げる県民運動も重要だと思います。健康ひょうご
21大作戦をさらにパワーアップする方向で努力していきます。

その他：国民健康保険料については、保険給付費等の費用額から国庫負
担金や各種交付金等の収入を控除して、保険料として徴収すべき額をも
とに算定されており、低所得者や失業・廃業などを理由とした減免制度
など加入者の負担能力に応じた保険料となっている。
　国民皆保険の基盤となる国民健康保険の保険料の引き下げは、将来に
わたり持続可能なものにしていく制度設計や、責任を持つ国においてさ
らなる財源措置を講じるべきものと考える。

その他：上記の通り、財源確保との関係で、方向性は理解できるもの
の、どの程度支援できるかについては、財政状況の総点検を行った上で
の検討になると思います。

その他：一般的に保険適用外となっている治療は、歯並びを整え見た目
をきれいにすることを目的としていることから、公益性の観点から認め
られていないものと考える。
　歯並びが悪くなる原因は、遺伝などの先天的な要因と、顎の発育不良
やむし歯・歯周病、指しゃぶりや口呼吸などの後天的な要因があり、こ
れらの歯科疾患や習慣を予防するための歯科保健指導は有効であること
から、妊婦や乳幼児への歯科保健指導を重点的に進めることが重要と考
える。

その他：兵庫県立の歯科技工士養成学校の設立については、財政上の問
題から厳しいと思いますが、大阪市内への通学者の利便性を考えると県
内にも１校必要かもしれません。民間主導での設立に向けて支援する方
法も検討していきます。

その他：歯科クリニックで働く歯科技工士の多くは都市部に集中し、郡
部では入れ歯などは郵送等で対応している。また、デジタル化が進むな
ど歯科技工士の職務内容が変化している。
　養成学校は、大阪と京都で計５校設置されており、特に不足している
という意見等も寄せられていない。
　このため、今後ニーズがあれば検討を進め、当面は、県が実施してい
る歯科技工士への技術研修事業において、復職支援研修等を行うなど歯
科技工士確保に向けた取り組みを検討したい。

その他：将来的には、原発ゼロの方向性は理解できますし、その方向で
協力していきたいと思っています。しかし現状は電気料金の適正化の観
点からベストミックスを考えていかざるを得ません。段階を踏んで早期
にベストなエネルギー供給体制が構築できるよう働きかけていきます。

その他：エネルギー問題で重要なのは、バランスのとれたエネルギーミ
ックスの再構築であり、原発については、過度な依存を計画的に引き下
げていくことが基本である。
　兵庫の多様な自然・風土を活かして、太陽光、小水力、バイオマス、
風力、地熱など、再生可能エネルギーの導入拡大は加速させる。
　特に、脱炭素の切り札とも言われる水素については、兵庫にはトップ
ランナー企業が集積している強みを活かし、生活のさまざまな場面で水
素を利用する水素社会の形成に先導的に取り組む。

その他：戦後75年を経て、時代と共に憲法も変わっていくものと考えて
いますが、その部分をどのように変えていくのかは、国民の積極的な議
論が必要だと思います。
　特に今回のパンデミックや大規模災害等の緊急事態に対する国民の取
り組みなどに関する憲法規定は、早急に議論し、追記すべきではないか
と考えます。

その他：憲法改正は、最高法規の改正でもあることから国会や国民の間
での十分な議論が必要である。
　憲法は、国民主権、基本的人権の尊重、平和主義という基本理念に基
づき、国民の権利義務について規定するとともに、特に地方自治につい
ては章を設けて規定しているので、憲法９条の議論だけでなく、地方自
治の充実、強化を図るため、憲法92条「地方自治の本旨」の内容を明確
化し、国民主権に基づく地方自治の意義を憲法上に確立することが必要
である。
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【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
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】

①新型コロナウイルス感染症
への対応について、これまで
の兵庫県の対策の評価をお聞
かせください

　兵庫県の対応は他の都道府県と比較しても、不十分であると言わざるをえま
せん。医療従事者に対する慰労金の支給に疑問を呈したことをはじめ、新型コ
ロナ患者用の病床整備も兵庫県はすすめようとしていません。人口10万人あた
りの重症患者用ベッドの数は、2.5床で全国平均の3.5床に届いていません。ま
た、国の緊急事態宣言を受けて、兵庫県も県民や飲食店に対して外出や営業自
粛を呼びかけていますが、十分な補償がありません。これでは実効性があがり
ません。

②感染拡大防止のため、施設
等でPCR検査を行う体制整備
に必要な政策について、お考
えをお聞かせください

　県は新規入所予定者や施設職員に対してPCR検査を行っていますが、職員に
検査を行った施設数は対象の約23％と、緊急事態宣言が出されていた他の９都
道府県と比較して半分以下です。施設での検査が進まない背景には、PCR検査
で職員が陽性になると出勤停止などの措置がとられ人手不足に拍車がかかると
いう懸念があります。陽性者が判明した施設には派遣の介護職員を受け入れる
ための予算を出すなど、人材確保の対策もあわせて行うことが必要です。

③通常の医療提供に支障をき
たさないよう、新型コロナウ
イルス感染症患者を受け入れ
ていない民間医療機関も含め
て、受診抑制等による減収を
補填するよう国に求めるとと
もに、県独自の医療機関への
支援制度を創設することにつ
いて

賛成：医療機関は日本国憲法に定められた国民に対する生存権保障を具体化す
る役割を担っています。ですから国は時々の社会情勢に応じて、高い公益性を
もつ保険医療機関の経営を安定させ、国民への医療提供体制を保障する責任が
あります。ですから県として国に医療機関の減収補填を強く要請するのは当然
です。また、全国159自治体で医療機関への財政措置を行っており、兵庫県も県
独自の施策として医療機関への財政措置を行います。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
以
外
の
医
療
政
策
に
つ
い
て
】

①今般の新型コロナ収束後、
今後起こりうる新興感染症や
自然災害等の有事に対応する
ため、県としてどのような医
療・福祉政策が必要かお聞か
せください

　病床削減をやめ、公衆衛生行政の中核である保健所の再整備と充実を行うべ
きです。新型コロナウイルスの感染拡大で、新型コロナ患者用の病床が逼迫し
ました。その背景には、兵庫県が「地域医療構想」に基づいて、ここ５年で、
700床もの病床を減らしてきたことがあります。しかも、県は今後さらに600床
もの病床を削減するとしています。また、入院調整やPCR検査等を行う保健所
を兵庫県は2001年以降29カ所から17カ所まで４割も削減し、さらに芦屋保健所
の統廃合を計画しています。これらの計画を中止し、新型コロナから県民を守
る県政を実現します。

②高齢期移行助成制度や母子
家庭等医療費助成、障害者医
療費助成を充実させることに
ついて

賛成：兵庫県は、ここ20年間で老人医療費助成の所得制限を厳しくして制度の
対象者を減らしてきました。予算は2001年度の約74億円から2020年度に約１億
８千万円と40分の１に激減しています。同様に母子家庭等医療費助成も、ここ
15年で予算の７割を削減しています。自治体の役割は「住民の福祉の増進を図
る」ことです。国の患者負担増政策は留まることを知りません。県民を守るた
めに県として、医療費助成制度を充実させるとともに、国に対し医療費窓口負
担の引き下げを要求します。

③こども医療費助成制度を充
実させ、県の施策として医療
費窓口負担を「中３まで無
料」とすることについて

賛成：兵庫県は子ども医療費助成制度について「助成対象を中３まで広げ、対
象年齢では全国トップクラス」としています。実際には、他の複数の県で18歳
まで助成しており、「トップクラス」などというのは悪質なデマです。高校３年
生まで所得制限なしで医療費を無料化することを決めた明石市では、人口が増
加しています。若年層が住みたいと思える兵庫県を作るためにも、こども医療
費無料化を進めるべきです。

④高すぎる国民健康保険料の
引き下げを行うことについて

賛成：市町が行っている「法定外繰入」は国庫負担削減を少しでも補填するた
めに行われているものです。県は「法定外繰入」を解消させるとしていますが、
財政運営責任を担う者として、市町による法定外繰入を認めるとともに、独自
の繰り入れを行います。さらに、これほど国保料が高くなった原因である国庫
支出金削減を元に戻すため、県として国に国庫支出金を増額するよう要請を強
めます。

⑤学校歯科検診で矯正治療が
必要と診断された際の治療費
の補助など、保険の利かない
歯科治療に対し、県独自の政
策を行うことについて

賛成：学校歯科検診での検診項目に歯列・咬合の項目があることから、歯科医
師が必要と判断した矯正治療については保険収載されるべきです。その際には
矯正治療の質を担保できるように現在の自由診療料金を参考にすべきです。し
かし、今すぐに保険収載されるとは考えづらいため、県としての補助を行いま
す。現在、矯正治療費は非常に高額であり、治療ができる経済状況にない家庭
の子どももいます。経済的格差が子どもの成長に影響を及ぼすことがあっては
なりません。

⑥県民の口腔の健康増進のた
めには補綴治療（入れ歯や詰
め物） の質の確保が欠かせ
ず、そのためには歯科技工士
の育成が求められています。
しかし、県内には現在、歯科
技工士養成学校がありませ
ん。県内に歯科技工士養成学
校を再度、整備させることに
ついて

賛成：県内に歯科技工士養成学校がないことの一因に歯科技工士学校の志願者
の激減があると思われます。この背景には、低すぎる診療報酬による歯科診療
所の経営難、歯科技工士の技術・労働に対する低評価、安価な海外技工物の大
量輸入による国内技工所の廃業などがあります。歯科技工士が安心して仕事を
継続できるよう、低すぎる補綴関連報酬の抜本的引き上げを国に要請するとと
もに、県内に歯科技工士養成学校を再度、整備します。

【
そ
の
他
の
政
策
に
つ
い
て
】

①県として電力会社や国に
「原発再稼働の中止・原発ゼ
ロ」を働きかけること、県内
の「石炭火力発電所の新増
設」を行わず「再生可能エネ
ルギーへの転換」を進めるこ
とについて

賛成：持続可能な社会の発展のためには、原発ゼロ・石炭火発ゼロ、再生可能
エネルギーの推進が必要です。全原発の停止と廃炉決定、石炭火発新増設中止、
再生可能エネルギーの推進を国や電力会社に働きかけるとともに、万が一の原
発事故に備え、避難計画の策定や安定ヨウ素剤の配布などを行います。県内の
石炭火発の全廃を求めるとともに、自然環境に配慮しながら2030年までに再生
可能エネルギー50％をめざし、公共施設での再エネ導入や補助金の新設などを
行います。

②憲法９条を改定することに
ついて

反対：日本国憲法は９条を含め、現憲法の全条項を遵守する県政を実現します。
コロナ禍に乗じた私権制限や憲法改正（緊急事態条項導入）などの議論があり
ますが、そういう時ほど、憲法に立ち返ることが有効です。神戸港を平和の港
に変え、六甲山頂の米軍基地を返還させた、兵庫県の先人の歴史を尊重して、
戦争の痛苦の反省に立ち、さらなる平和行政を進めます。核戦争につながる核
兵器の廃絶のため、核兵器禁止条約への批准を国に求めます。
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大丸前で医療拡充を訴える森岡副理事長
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2021年2021年
県知事選県知事選

この件についてのお問い合わせは、　　　
　　　　　　　　　☎078－393－1807まで

支援活動は「有志の会」へ支援活動は「有志の会」へ
今号同封の用紙にて今号同封の用紙にて
ファックスでご返信をファックスでご返信を

５月22日理事会にて５月22日理事会にて
金田峰生金田峰生候補の支持推薦を決定候補の支持推薦を決定

金田峰生候補の金田峰生候補の
ウェブサイトをご覧くださいウェブサイトをご覧ください

　協会は会員個人の思想信条の自由を保障する
立場から、直接的な選挙支援活動につきまして
は、有志の会で行うとしております。
　有志の会は、協会政策担当役員らが呼びか
け、「憲法が輝く兵庫県政をつくる医師・歯科
医師の会」として発足させました。金田峰生候
補を支援する活動にご協力いただける先生は、
今号同封の「金田峰生氏とともに県民医療を守
り充実させるアピール」にご賛同いただくとと
もに、同封の振込用紙にて募金へのご協力を賜
りたくお願い申し上げます。

　県知事選挙へ立候補した金田峰生候補の公約
や動画を掲載しているウェブサイトができまし
た。ぜひアクセスいただき、患者さんやお知り
合いの方へご紹介ください。
http://www.hyogo-kenpo-
kensei.com/hyogo-chijisen-
2021-kaneda/
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講
師
の
関
本
剛
先
生
は
、
２
０

１
９
年
10
月
に
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
IV
の

肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
今
も
抗
が

ん
剤
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
地
域

緩
和
ケ
ア
医
と
し
て
訪
問
診
療
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。

　

先
生
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
ア
ド
バ
ン

　

地
域
医
療
部
は
６
月
３
日
、
第
40
回
在
宅
医
療
研
究
会
「
Ａ
Ｃ
Ｐ

（
ア
ド
バ
ン
ス　

ケ
ア　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
〜
基
本
的
な
考
え
方
と

地
域
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
人
生
会
議
」
を
開
催
し
た
。
１
月
14
日
、

４
月
１
日
に
続
い
て
、
灘
区
・
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
関
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
関
本
剛
先
生
が
講
演
。
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
、
81
人
が

参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
水
間
美
宏
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

薬
科
部
は
５
月
29
日
、
協
会
会

議
室
で
、
三
田
市
の
医
療
福
祉
セ

ン
タ
ー
さ
く
ら
院
長
・
兵
庫
医
科

大
学
特
別
招
聘
教
授
の
服
部
益
治

先
生
を
講
師
に
招
き
、
薬
科
部
研

究
会
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
熱
中
症
を

考
え
、
体
液
管
理
と
経
口
補
水
療

法
の
活
用
」
を
開
催
。
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
44
人
が
参
加

し
た
。
小
林
淳
子
薬
剤
師
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

ス
と
は
あ
ら
か
じ
め
と
い
う
意
味

だ
が
、
自
分
が
動
け
ず
言
葉
も
出

な
く
な
っ
た
時
に
ど
う
し
た
い

か
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
に
伝
え
て

い
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ

ら
れ
た
。
ま
た
以
前
の
Ａ
Ｄ
（
ア

ド
バ
ン
ス　

デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
）

　

熱
中
症
は
暑
い
環
境
下
で
体
の

脱
水
状
態
が
進
ん
だ
形
で
起
こ
り

ま
す
。
症
状
が
出
る
ま
で
気
づ
き

に
く
い
の
が
脱
水
の
怖
さ
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
熱
中
症
を
理
解
し

予
防
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

ま
ず
、
服
部
先
生
は
わ
れ
わ
れ

く
れ
脱
水
＊
」「
脱
塩
水

症
＊
」（
＊
演
者
の
造

語
）
説
明
の
際
に
は
、

「
こ
ま
め
な
水
分
補
給

『
１
時
間
に
１
０
０
ml
か

ら
２
０
０
ml
』
を
し
ま
し

ょ
う
」、「
炎
天
下
の
外
出

は
帽
子
着
用
、
冷
却
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
握
り
な

が
ら
歩
く
と
熱
中
症
予
防

に
役
立
つ
よ
！
」、「
脱
水

症
は
、
水
分
の
不
足
だ
け

で
な
く
、
汗
か
ら
塩
分
も

出
る
た
め
『
脱
塩
水
症
』

を
取
り
巻
く
現
状
「
熱
中
症
の
背

景
で
気
に
な
る
以
下
の
４
点
」
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

①
地
球
温
暖
化
、
②
平
年
気
温

基
準
の
変
更
、
③
コ
ロ
ナ
禍
で
の

外
出
自
粛
↓
運
動
不
足
↓
筋
肉

（
体
液
の
貯
蔵
庫
）
量
の
低
下
↓

体
内
水
分
量
減
少
、
④
マ
ス
ク
の

着
用
の
リ
ス
ク
で
す
。
こ
れ
ら
の

背
景
か
ら
体
液
管
理
と
経
口
補
水

両
方
の
活
用
法
、
熱
中
症
時
の
対

処
の
心
得
に
至
る
ま
で
を
、
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
り
ま

し
た
。
熱
中
症
の
重
症
度
分
類
、

「
暑
さ
指
数
」
説
明
で
は
、
そ
の

度
合
い
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
熱

中
症
計
」
紹
介
も
あ
り
ま
し
た

（
熱
中
症
計
は
高
齢
者
へ
の
優
し

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
良
い
か

も
！
）。

　

脱
水
症
発
現
の
前
段
階
の
「
か

で
は
、
し
て
ほ
し
い

こ
と
、
し
て
ほ
し
く

な
い
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
く

が
、
将
来
の
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
の
で
、

結
局
う
ま
く
行
か
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

先
生
ご
自
身
の
場

合
に
は
、
意
識
が
は

っ
き
り
し
な
く
な
っ

た
時
に
決
め
る
の
は

妻
や
家
族
に
な
る

Ａ
Ｃ
Ｐ
で
人
生
観
を

語
っ
て
も
ら
う

熱
中
症
へ
の

対
処
と
予
防
法
を
確
認

変
異
株
や
ワ
ク
チ
ン
な
ど

幅
広
く
知
識
を
整
理

第
40
回
在
宅
医
療
研
究
会

薬
科
部
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

第
６
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

第
６
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
会

が
、「
あ
の
時
あ
あ
言
っ
て
た

な
」
と
い
う
記
憶
が
あ
れ
ば
、
予

想
し
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、

あ
ま
り
間
違
っ
た
判
断
は
し
な
く

て
済
む
と
思
う
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
緩
和
ケ
ア
医
と
し
て
の

経
験
を
紹
介
し
た
の
ち
、
Ａ
Ｃ
Ｐ

で
大
事
な
の
は
「
複
数
回
に
分
け

て
、
適
切
な
時
期
に
、
適
切
な
話

題
を
、
患
者
だ
け
で
な
く
代
理
意

思
決
定
者
と
一
緒
に
行
う
こ
と
、

プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、
や
る
や
ら

な
い
の
結
論
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ

う
考
え
た
の
か
と
い
う
人
生
観
を

語
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
と
ま
と
め

ら
れ
た
。

　

講
演
を
聞
い
て
、
自
分
は
も
ち

ろ
ん
、
周
り
の
人
た
ち
に
も
Ａ
Ｃ

Ｐ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
強
く
思

っ
た
。

 

【
東
灘
区　

水
間　

美
宏
】

感 想 文

感 想 文

感 想 文

ホイホイ漫画⑯
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

員員

稿稿

会

投

もう一つの医療崩壊

ACPの考え方を語る関本先生

だ
。
塩
分
も
必
要
だ
よ
！
」
と
い

う
役
立
つ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
は
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
患

者
様
へ
の
情
報
提
供
に
早
速
使
え

そ
う
で
す
。

　

熱
中
症
、
脱
水
症
に
つ
い
て

は
、
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
未
知

の
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

　

２
０
２
１
年
５
月
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
原
因
は
イ
ギ
リ

ス
由
来
の
変
異
株
に
ほ
と
ん
ど
置

き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴

を
ま
と
め
て
話
し
て
い
た
だ
き
た

く
神
戸
中
央
市
民
病
院
の
黒
田
先

生
に
支
部
で
３
回
目
と
な
る
講
演

を
お
願
い
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
量
は
発
症
前
２
日
く

ら
い
か
ら
発
症
後
５
日
目
く
ら
い

が
ピ
ー
ク
で
あ
る
の
で
、
患
者
が

無
症
状
で
あ
っ
て
も
、
感
染
し
て

い
る
と
思
っ
て
常
に
感
染
防
護
が

必
要
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
理
解
で

き
た
。
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
メ
イ
ン

と
な
っ
て
き
た
こ
こ
２
〜
３
カ
月

で
若
い
人
の
重
症
例
が
増
え
た
の

は
事
実
だ
が
、
感
染
者
数
が
増
え

た
と
い
う
の
が
一
番
の
原
因
で
、

臨
床
像
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

神
戸
市
で
の
大
変
な
状
況
も
よ

く
理
解
で
き
た
。
自
宅
療
養
患
者

た
。
今
回
の
講
義
、
有
意
義
で
楽

し
く
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
演
者
の
服
部
先
生
、
研
修
会

準
備
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

 

【
薬
剤
師　

小
林　

淳
子
】

熱中症への対処を学ぶ

変異株の特徴などを解説
した講師の黒田先生　　

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
15

日
、
第
６
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
研
究
会
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
Ｕ
ｐ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ

（
２
０
２
１
年
５
月
編
）」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
。
神
戸
市

立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院

感
染
症
科
の
黒
田
浩
一
先
生
が
講

師
を
務
め
、
医
師
44
人
（
会
場
５

人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
39
人
）
が
参
加

し
た
。
司
会
を
務
め
た
伊
賀
幹
二

先
生
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

も
、
入
院
や
ホ
テ
ル
療
養
が
で
き

な
い
状
況
で
は
、
こ
れ
ら
の
過
去

の
デ
ー
タ
分
析
か
ら
待
機
患
者
に

対
す
る
包
括
的
な
方
針
を
至
急
に

決
め
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

最
後
に
、
現
行
の
フ
ァ
イ
ザ
ー

ワ
ク
チ
ン
に
く
わ
え
て
、
ア
ス
ト

ラ
ゼ
ネ
カ
や
Ｊ
＆
Ｊ
の
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。
感
染

症
の
専
門
医
師
と
し
て
先
生
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
強
く
勧
め
ら

れ
た
。
副
作
用
と
し
て
、
特
に
２

回
目
の
接
種
で
若
い
人
で
は
熱
や

倦
怠
感
が
出
現
す
る
頻
度
が
高
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、

西
宮
で
は
５
月
12
日
か
ら
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
診
療
所
で
行
う

と
の
市
政
ニ
ュ
ー
ス
発
表
か
ら
、

各
診
療
所
で
電
話
が
鳴
り
や
ま
ず

大
混
乱
に
陥
っ
た
。

　

有
事
と
考
え
ら
れ
る
現
在
、
西

宮
市
医
師
会
、
西
宮
市
、
実
地
医

師
が
目
標
を
共
有
し
た
う
え
で
の

シ
ス
テ
ム
再
構
築
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
た
。

 

【
西
宮
市　

伊
賀　

幹
二
】

の
う
ち
、
病
院
ま
で
た
ど

り
つ
い
た
が
救
急
外
来
で

Ｃ
Ｐ
Ａ
（
心
肺
停
止
）
で

あ
っ
た
例
は
、
統
計
上
で

は
自
宅
療
養
死
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
お
聞

き
し
た
。
感
染
し
て
酸
素

飽
和
度
が
90
％
以
下
で

　「自己炎症性疾患（Autoinflammatory diseases）」は、ローマ時代
に起源をもつ家族性地中海熱（FMF）をプロトタイプとする遺伝性
周期熱について、原因となる変異遺伝子からTNF受容体関連周期性
症候群（TRAPS）とメバロン酸キナーゼ欠損症（MKD）／高IgD症
候群（HIDS）と定義し直したことから始まりました。21世紀のゲ
ノム時代を象徴するように、それまで臨床的に定義されていた疾患
に原因遺伝子変異という答えを与え、新たな疾患概念を生み出して
きました。家族性寒冷蕁麻疹からのクリオピリン関連周期熱症候群
（CAPS）然り、若年発症サルコイドーシスからのブラウ症候群
（NOD２関連全身性肉芽腫症という呼称は定着しませんでした）然
り、汎発性膿疱性乾癬からのIL-36受容体欠損症（DITRA）然り、凍
瘡を伴う骨骨膜症（中條－西村症候群）からのプロテアソーム関連
自己炎症性症候群（PRAAS）然りです。本講演では、非遺伝性の
自己炎症性疾患を含め、拡大する「自己炎症性疾患」をわかりやす
く紹介します。 【金澤　記】

日　時　８月７日（土）17時～
会　場　 協会５階会議室（※講師は来場せず現地からZoomによる講演

となります。会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライ
ン視聴をお願いしておりますが、インターネット環境やその他
の理由でZoom視聴が困難な場合はご来場ください）

講　師　兵庫医科大学皮膚科　主任教授　金澤　伸雄先生
参加費　無料

まるわかり！自己炎症性疾患

第576回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

Zoom視聴希望者は、yamakawa-t@doc-net.or.jpへ、メールの
件名を「８月診内研Zoom視聴」とし、本文に①医療機関名、②お
名前、③電話番号を記載の上、送信してください。
 来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで
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い
う
目
的
で
、
５
月
の
は
じ
め
に

市
政
ニ
ュ
ー
ス
で
集
団
接
種
と
市

内
２
０
０
の
診
療
所
に
お
け
る
個

別
接
種
を
５
月
12
日
か
ら
予
約
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。
当
方
は
Ｖ

ｓ
ｙ
ｓ
に
、
一
般
公
開
し
な
い
と

の
情
報
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

市
政
ニ
ュ
ー
ス
に
載
せ
ら
れ
た
た

め
、
当
日
は
２
０
０
件
以
上
の
問

い
合
わ
せ
電
話
が
あ
り
、
外
来
の

受
付
業
務
が
機
能
不
全
に
陥
り
ま

し
た
。

　

西
宮
市
と
医
師
会
が
連
携
し
て

い
た
の
で
あ
れ
ば
、
合
計
24
万
回

の
接
種
を
２
カ
月
半
の
期
間
で
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
接
種
す
る
と

考
え
、
そ
の
成
算
は
ど
れ
く
ら
い

　

和
泉
正
人
先
生
は
副
理
事
長
と

し
て
反
核
・
平
和
運
動
部
の
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ご
尊
父
が

旧
葺
合
区
の
医
師
会
長
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
た
め
か
、
医
師
と
の
関

わ
り
に
慣
れ
て
お
ら
れ
、
先
輩
に

対
し
て
も
物
怖
じ
す
る
こ
と
な
く

堂
々
と
対
応
さ
れ
る
方
で
お
ら
れ

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
Ｐ
は
目
標
で
す

が
、
Ｄ
（
ｄ
ｏ
実
行
す
る
）
は

「
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
方
法

や
成
算
を
考
え
ず
に
や
っ
て
み

る
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
Ｐ
の
中
に
目
標
と
そ
れ

に
到
達
す
る
た
め
の
方
法
が
含
ま

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
に
も
以
下
の
よ
う
な

こ
と
が
多
い
の
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
改
め
〝
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
〞
へ
の
変
更
を
提
案
し
ま
す
。

Ｓ
はStrategy

（
戦
略
）
の
頭
文

字
で
す
。

　

西
宮
市
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
12
万
人
に
対
し
て
、
７
月
末
ま

で
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
ち
終
わ
る
と

と
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

市
医
師
会
の
理
事
会
に
、
上
記

の
質
問
と
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な

か
っ
た
と
判
断
し
た
の
な
ら
、
一

般
会
員
と
行
政
か
ら
な
る
〝
ワ
ク

チ
ン
チ
ー
ム
〞
を
結
成
し
て
、
会

員
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
公
募
し
、

行
政
と
医
師
会
の
交
渉
過
程
を
透

明
化
で
き
な
い
か
と
提
案
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
的
を
射
た
返

事
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

連
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題

が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
80
％
の
国
民
が
不
賛
成
の
な

か
、
国
の
説
明
は
「
安
心
・
安
全

な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し
ま

す
」
と
、
同
じ
文
言
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
ど
の
よ

う
に
し
て
安
心
・
安
全
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
行
う
の
で
す
か
」
の
質

問
に
も
、「
安
心
・
安
全
な
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
…
」
と
繰
り
返
す
の
で

は
、
質
問
に
対
す
る
返
事
に
は
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
方
法

と
そ
の
成
算
が
答
弁
と
し
て
述
べ

ら
れ
て
お
ら
ず
、
私
と
医
師
会
と

の
問
答
と
全
く
同
じ
で
す
。

　

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ

す
」
と
い
う
言
い
回
し
と
意
義

は
、
一
般
社
会
で
少
し
は
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
と
い
う
言
葉
で
は
、
到
達

す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
独
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｐ
（
目
標
）
の

な
か
に
含
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
Ｓ

を
加
え
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
い
う
名
称

に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
い

つ
き
で
は
な
い
方
法
論
と
そ
れ
に

対
す
る
成
算
、
施
行
し
た
あ
と
の

結
果
と
検
証
を
論
じ
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。
外
見
は
見
栄
え
の
良
い

ス
タ
イ
リ
ス
ト
で
、
俗
に
言
う
と

花
の
あ
る
お
方
で
し
た
。
ま
た
、

生
ま
れ
着
い
て
の
明
る
い
性
格

で
、
雰
囲
気
を
作
ら
れ
る
の
で
、

み
ん
な
か
ら
好
感
を
も
た
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

悪
意
は
な
い
の
で
す
が
、
フ
ッ
と

気
が
抜
け
る
と
、
無
愛
想
な
感
じ

を
与
え
る
時
も
あ
り
ま
し
た
。
本

質
的
に
は
正
直
な
方
な
の
で
、
そ

こ
を
理
解
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
好
感

を
持
た
れ
た
は
ず
で
す
。
活
動
的

で
探
究
心
が
強
く
、
新
し
い
こ
と

に
は
す
ぐ
飛
び
つ
く
だ
け
に
、
夢

想
的
な
理
想
主
義
者
の
一
面
も
見

え
隠
れ
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
社
会
で
の
生
活
力
は
豊
か

で
、
現
実
的
な
日
常
を
こ
な
す
地

に
足
が
つ
い
た
人
生
観
を
持
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
を
見
失
わ

ず
に
粘
り
強
く
、
経
験
か
ら
判
断

し
て
決
断
、
実
行
し
て
い
く
方
で

し
た
。

　

ま
た
、
彼
が
臨
床
内
科
学
会
の

論
文
の
査
読
委
員
を
し
て
お
ら
れ

た
時
、
私
の
今
で
言
う
と
こ
ろ
の

心
療
内
科
の
論
文
を
出
さ
な
い
か

と
薦
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

が
、
査
読
委
員
会
で
、
精
神
科
か

精
神
身
体
医
学
の
範
疇
な
の
で
内

科
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
却
下

さ
れ
、
彼
が
恐
縮
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

彼
は
、
外
に
向
け
て
花
開
こ
う

と
す
る
発
進
の
気
を
持
ち
、
外
向

性
は
あ
り
ま
す
が
、
交
際
範
囲
を

広
げ
る
の
で
は
な
く
、
人
と
深
く

付
き
合
っ
て
い
く
タ
イ
プ
で
し

た
。
責
任
感
が
強
く
、
飾
り
気
の

少
な
い
素
朴
さ
が
、
堅
実
型
の
人

と
し
て
信
用
を
厚
く
さ
れ
ま
し

た
。
本
来
は
温
厚
な
性
格
で
あ
る

た
め
、
少
々
の
こ
と
は
帳
消
し
に

な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
付
き
合
い
で
も
考
え
方
で

も
、
独
創
的
な
も
の
を
持
っ
て
お

ら
れ
、
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
か
ね
な

い
毎
日
に
刺
激
と
影
響
を
与
え
て

く
だ
さ
り
ま
し
た
。
綿
密
な
企
画

力
が
あ
り
、
考
え
て
細
部
ま
で
詰

め
ら
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
実
働

部
隊
が
別
に
い
れ
ば
、
企
画
力
は

さ
ら
に
輝
い
た
と
推
察
い
た
し
ま

し
た
。
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発
想
堅
実

　

和
泉
正
人
先
生

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
改
め

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に

灘
区　
　

岡
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好
司

西
宮
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伊
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幹
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―
戦
略
と
し
て
の
Ｓ
―

①　算定できません。
② 　初診料、再診料または外来診療料

は算定できませんが、処置、検査ま
たは投薬等に対応する点数について
は、それぞれ算定要件を満たした場
合には算定できます。

③　いずれも算定できます。
Ｑ２　在宅療養中の患者であって、疾
病、傷病のために通院による療養が困
難な者に対して、保険医療機関の保険
医が訪問診療を行わない日に、ワクチ
ン接種に係る診療等を当該患者宅へ赴
き実施した場合、在宅患者訪問診療料
（Ⅰ）や（Ⅱ）は算定できるか。
Ａ２　算定できません。
Ｑ３　自院に通院している患者が他の
医療機関等において市町村の予防接種
実施計画等に基づき新型コロナワクチ
ンの接種を受けるにあたり、当該他の
医療機関等より診療情報提供を求めら
れ、患者の同意を得て、診療状況を示
す文書を添えて必要な情報を提供した
場合、診療情報提供料（Ⅰ）を算定で
きるか。
Ａ３　注２に掲げる市町村とみなし、
診療情報提供料（Ⅰ）が算定できま
す。その場合、「別紙様式11」、「別紙
様式11の２」またはこれらに準じた様
式の文書を用いることができます。

※ 厚労省「新型コロナウイルス感染
症に係る診療報酬上の臨時的な取
扱い（その46、49）」より抜粋・
改変

Ｑ１　新型コロナウイルス感染症に
係る予防接種（以下、ワクチン接
種）において、下記の点数は算定可
能か。
① 　ワクチン接種の予診を実施した

ことに対する初診料、再診料、外
来診療料等。

② 　ワクチン接種を保険医療機関で
実施し、接種実施後に当該保険医
療機関において健康状態を観察し
ている間に何らかの症状が発生
し、それに対する診療を行った場
合の初診料、再診料または外来診
療料や、その際の処置、検査また
は投薬等の診療に対応する点数。

③ 　ワクチン接種を保険医療機関で
実施し、同日に別の傷病に対して
ワクチン接種（予診及び健康状態
の観察を含む）の前または後に診
療を行った際の初診料、再診料ま
たは外来診療料や、その際の処
置、検査または投薬等の診療に対
応する点数。

Ａ１　以下の通りです。

医科保険請求

〈新型コロナワクチン接種に係る診療報酬の
 算定について〉

http://www.hhk.jp

糖尿病の薬物療法最前線糖尿病の薬物療法最前線
日　時　７月17日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室（定員30人）
講　師　 医療法人社団慈恵会　新須磨病院　常任学術顧問、糖尿病セン

ター長　東邦大学名誉教授　　芳野　原先生

Zoom視聴希望者は、kusunoki@doc-net.or.jpへ、メールの件名を「７
/17薬科部研究会Zoom視聴」とし、①薬局・医療機関名、②参加者氏
名、③電話番号、④（薬剤師の方は）薬剤師免許番号をお送りくださ
い。来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

薬科部研究会
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/
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札幌医科大学　総合診療医学講座　　佐藤　健太先生講演

誤嚥性肺炎を深く正しく診る
総合内科×リハ医学の視点から（上）

誤嚥性肺炎との出会い
　私の研修歴を振り返ってみると、
誤嚥性肺炎の重要性を認識し、ある
程度ちゃんと診られると思えるよう
になるまでは10年程度かかってしま
った。研修医時代は大病院での救急
・急性期診療が中心であり、診断学
や感染症診療に夢中だった。一方
で、起炎菌が絞れず、治療してもス
ッキリ元気にはならない高齢者の誤
嚥性肺炎は好きになれなかった。
　その後、家庭医療学と出会い、患
者の心理・社会的問題までカバーで
きるようになり、病棟から退院した
あとも外来で継続的に関わるように
なり守備範囲は一気に広がった。し
かし、それでも「食べられず体力も
つかない患者」の消耗戦にも似た感
覚には、正直なところ苦手意識を拭
えないままだった。
　いつしか研修医の肩書が外れ、亜
急性期～慢性期の病棟や訪問診療で
「肺炎が治った後の患者」の主治医
として年単位で継続的に担当するよ
うになった。そのような診療セッテ
ィングでは、嚥下障害を抱えたまま
味気ない食事（ときには経管栄養）
のまま数年過ごし、いつしか衰弱し
て亡くなっていく患者が非常に多く
「なんとかしたい」と思うようにな
った。
　幸い、そのタイミングでリハビリ
テーション医学を教えてくれる指導
医に出会うことができ、ある程度は
リハ医のいない環境での誤嚥性肺炎
の診断と治療ができるようになっ
た。しかし、そこに至るまでの10年
間に「苦手意識を持ちながら流して
しまった」患者たちがたくさんいる
ことを思い返すと、いまでもなんと
も言えない気持ちになる。

誤嚥性肺炎は
Common disease
　誤嚥性肺炎への苦手意識を払拭す
べく、まずは自身がいた病棟の統計
や、日本全体の死亡・入院・身体障
害の原因などのデータを調べてみる
と、「誤嚥性肺炎は非常にCommon」
であることがわかってきた。
　当時の総合診療系の病棟の入院理
由では、感染症が非常に多かった
が、その中でも誤嚥性肺炎の割合は
かなり高いことが共通していた。ま
た、日本人の死因（図１）の上位に
「肺炎」があり、この数年は集計方
法が代わったため「誤嚥性肺炎」が
６位にまで上昇している。
　それ以外にも誤嚥性とつかない
「肺炎」死亡の中にも未診断の誤嚥
性肺炎は含まれているだろうし、老
衰・脳血管疾患や認知症関連疾患で
死亡した患者の多くも最期は誤嚥性
肺炎を繰り返すことは多く「日本人
の多くは、誤嚥性肺炎と付き合いな
がら消耗し、苦痛を感じながら、亡
くなっていく」ことが見えてきた。
　私個人の信念として、総合診療医
は高度な診断推論スキルが使えると
か、あらゆる手技・処置が実施でき

るとかではなく「その地域で多くの
住 民 を 苦 し め て い るCommon 
diseaseを的確に診療できること
（Commonな問題については苦手領
域がないこと）」を重視している。
そんな私が、普通の市中肺炎の知識
の延長や、感染症の基本原則の応用
だけで、なんとなく誤嚥性肺炎を流
して診ていたと気づいた時には大き
な衝撃を受けた。

高齢者の誤嚥性肺炎を
見つけるのは難しい
　誤嚥性肺炎がCommonで重要だと
いう認識は持てたものの、どの肺炎
が「誤嚥性肺炎」なのかを見抜くの
は非常に難しいことも同時に認識し
た。高齢者では典型的な呼吸器症状
が出にくく、バイタルサインも動き
にくく、しかし突然呼吸不全となっ
てバタバタと対応することが多い印
象だった。しかし、近年では高齢者
での身体診察や画像所見についての
知見が蓄積されてきており、「高齢
者」ならではの特性や「誤嚥性」ら
しい特徴がわかってきて、「知って
いれば診断は難しくない」と言える
ようになってきた。
　詳細は推奨図書１）をご参照いた
だきたいが、高齢者の肺炎では咳と
痰は出にくいものの、呼吸困難感や
頻呼吸は比較的出やすく、意識障害
や倦怠感も出やすい。Cracklesも高
齢者になると偽陰性・偽陽性とも増
えてくるが、体位やCracklesの回数
などに着目することである程度検出
可能となる。また、誤嚥を示唆する
CT所見として、浸潤影の分布だけ
でなく気道内単貯留なども参考にす
ると良い（図２）。
　また、日本呼吸器学会の誤嚥性肺
炎の解説資料２）（図３）には、いわ
ゆ る 誤 嚥 性 肺 炎（ Aspirat ion 
pneumonia） と 誤 嚥 性 肺 臓 炎
（Aspiration pneumonitis、メンデル
ソン症候群）の他に、びまん性誤嚥
性 細 気 管 支 炎（ DAB: Diffuse 
aspiration bronchiolitis）が紹介され
ている（図４）。これは、まとまっ
た量の誤嚥による大葉性肺炎や気管
支肺炎ではなく、唾液の不顕性誤嚥
が持続することによって気管・気管
支壁に慢性炎症が起こることで慢性
気管支炎のような病態を呈し、CT
を撮ると気道撒布性の小粒状影が散
在し、細気管支炎を起こしているこ
とがわかる。このような病態では
「食事でむせた」という顕性誤嚥の
エピソードは指摘しがたく、血液検
査での炎症反応や単純Ｘ線での浸潤
影指摘は困難である。
　DABの早期の段階で口腔ケアなど
の嚥下障害治療を始めれば病態を食
い止めることが可能だが、気づくこ
とができなければ徐々に慢性炎症で
消耗して、嚥下機能はさらに悪化
し、どこかの時点で「突然発症した
ように見える」肺炎で急変してしま
う。現代の超高齢社会で「なんとな
く活気が悪い、呼吸器系が不安定な
高齢者」をみたらDABを想起するこ

とが重要と考えられる。 （つづく）

参考文献
１） 上田剛士．高齢者診療で身体診

察を強力な武器にするためのエ
ビデンス　第２版．シーニュ． 

2020
２） 日本呼吸器学会．“誤嚥性肺

炎”.2017年６月15日．https://
www.jrs.or.jp/modules/citizen/
index.php?content_id=11（最終
アクセス2021年６月12日）

図１　主な死因の構成割合（令和元年〈2019〉）

図２　誤嚥性肺炎を直接疑うCT所見

図３　誤嚥性肺炎の分類

図４　びまん性嚥下性細気管支炎

気管・気管支内痰貯留＋食道拡張・唾液ニボー
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疾患
　7.7％

老衰
　8.8％

心疾患
（高血圧性を除く）

　15.0％

悪性新生物
〈腫瘍〉
　27.3％

その他
　23.5％

発熱、喀痰、咳嗽、頻呼吸、頻脈

胸部X線
CT（多くは両側性肺炎像）
CRP高値

高齢者では
食欲不振　ADL低下
意識障害　失禁

肺炎所見（＋）

化学的損傷 感染症 機能障害

肺炎所見（－）

メンデルソン症候群 誤嚥性肺炎
（通常型）

びまん性嚥下性
細気管支炎

DAB：Diffuse Aspiration Bronchiolitis
不顕性かつ慢性の経過
明らかな誤嚥エピソードなし
咳・痰、発熱・CRP上昇、SpO2低下はまれ

単純レントゲンではわからない
Fever work-up陰性

高分解能CTで以下の所見
小葉中心性小粒状影（結核注意）
気管支壁肥厚・拡張（慢性気管支炎様）でDPB様
　※DPB＝diffuse panbronchiolitis（びまん性汎細気管支炎）


